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体育授業の組織風土における学生の組織風土
に対する適合性に関する一考察 

木 本 泰 洋 
 
 

要旨 
企業では、企業風土や社風などの組織文化や組織風土が従業員に与える影響について研究がさ

れている。この組織風土は従業員のモチベーションを通して成果に影響を与えることが知られて

いる。つまり、従業員のモチベーションが高まるような組織風土が必要になってくる。このこと

が学校における教育現場でも同様ではないかと考えた。つまり、学習者の学習意欲を高めていく

ための一つとして、学習者にあった組織風土を探求する必要があると考えた。そこで、企業にお

いて組織文化や組織風土についての研究を学校の授業に応用できると考えた。本研究の目的を、

第一に体育授業における組織風土の構造を明らかにする。第二に組織風土別因子が、組織風土に

対する適合度にどのような影響を与えたのかを明らかにする。 

結果として、体育授業における組織風土構造は、第１因子「自己中心的・責任回避」、第２因

子「積極的」、第３因子「協力的」、第４因子「専門的志向・成果的」、第５因子「責任的」、第６

因子「親近的・変化性」、第７因子「信頼性」の７因子 65項目の全分散を説明する割合は 56.436%

でまとまった。また、共分散分析によるパス解析の結果、「積極的」と「責任的」が適合度に対

して正の有意なパスを示して、「自己中心的・責任回避」が適合度に対して負の有意なパスを示

した。 
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Ⅰ．目的 
組織を円滑に運営させていくための研究がされている中で、組織と個人についての研究に着

目をした。競争優位に立つために、いかにして経営資源を確保し、独自性を持つ必要がある。

ここでいう経営資源とは「ヒト」、「モノ」、「カネ」、「情報」のことである。これらの「ヒト」、

「モノ」、「カネ」、「情報」は並列的に考えられ、特に「ヒト」に対しては、企業から「ヒト」

への要求を一方向のみに流れる傾向にあった。しかし、「組織を構成する人間はたんにシステム

部品のようなものではない」１）という考えから、個人の能力に「企業活動のどのレベルにおい

ても自発的、創造的、革新的活動」２）を強く求められる時代になりつつあると思われる。企業

における個人を取り巻く制度や構造などの環境が、個人にどのように感じとらせ、個人にどの

ように影響を及ぼしているのかについて、組織文化や組織風土として研究がされている。しか

し、組織文化と組織風土の概念はあまり明確な区別をされずに混同されてきた。 

そこで、福間は「組織風土研究の発展の歴史」の中で、組織文化と組織風土の関係について、
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「組織風土は組織文化の一部であり、同時に存在するものである」３）ことを導き出した。さら

に、組織風土の概念についての定義は多く論議をされている中で、関本は組織風土を「組織の

中で生活し、活動している人びとによって明白に、あるいは暗黙に知覚され，メンバーのモチ

ベーションや態度・行動に影響を及ぼすと考えられる一連の特性（価値観、規範、慣習、雰囲

気等々）のパターンのことをいう。その特性のパターン、すなわち組織風土は、それぞれの組

織体を他の組織体から識別できるような、比較的持続的な特性の複合的全体である。」４）と定

義をし、企業における組織風土尺度作成について研究をしている。 

組織風土は、「さまざまのもモチベーションがその風土によって喚起され、メンバーが判断

を下し、行動が促されて、成果が得られること」５）という働きがあり、組織風土の特徴として

「組織におけるメンバーの行動パターンを規定する要因」３）としてあげていることから、学校

における教育現場においても同様のことがあると考えた。つまり、企業における組織風土につ

いての研究を学校の授業に応用できると考えた。 

組織風土と学校についての研究６）７）を見てみると、学校における組織風土と教員との関係を

テーマに研究されているが、授業における組織風土と学習者をテーマとした研究が稀少である。 

そこで、学校現場において、学年、学級、授業などに雰囲気があり、児童、生徒、学生に少な

からず、何かしらの影響があると考えた。授業の雰囲気としての組織風土がどのような構造をし

ているのか、また、学習者がその組織風土に合っているのかという感覚として適合度を調べ、授

業における組織風土別因子がどのように適合度に影響を与えているのかを調べることにした。 

そこで、本研究の目的を、第一に体育授業における組織風土の構造を明らかにする。第二に

組織風土別因子がどのように適合度に対してどのような影響を与えたのかを明らかにすること

にする。 

Ⅱ．方法 
１．調査対象：教育学部大学生 137名（男子学生 46 名、女子学生 91 名） 

２．調査内容：平成 25 年夏学期最終日にアンケート調査を 1 回実施した。 

３．授業内容 

（１）場  所：大阪府Ｓ大学 

（２）授業概要 

①授業区分（選択） 

②種目選択：「バレーボール」「ソフトボール」「生涯スポーツ」 

※生涯スポーツとは、大学を卒業してからも運動・スポーツを続けることを目的にボ

ール運動を中心に展開した授業である。 

③授業目的：各々の能力を駆使し、他の学生と旨くコミュニケーションをとり、上手に

ゲームを展開していけることを目的とする。 

（３）調査方法 

選択種目の担当教員にアンケート調査を依頼し、アンケートを回収していただいた。 

（４）調査項目 

①学生の状態について 



体育授業の組織風土における学生の組織風土に対する適合性に関する一考察 

－ 205 － 

学生の状況を知るため、学生自身についての 13 項目を作成し、学生による属性測定項目

とした。 

②学生による体育授業について 

体育授業について学生自身の意見を調査した。また、学生自身が感じた体育授業の雰囲気

に対する学生自身の適合度と体育授業の満足度に対して５段階で回答を求めた。 

③体育授業の組織風土について 

組織風土の概念についての定義は多く論議をされている中で、関本４）は組織風土を「組

織の中で生活し、活動している人びとによって明白に、あるいは暗黙に知覚され，メンバ

ーのモチベーションや態度・行動に影響を及ぼすと考えられる一連の特性（価値観、規範、

慣習、雰囲気等々）のパターンのことをいう。その特性のパターン、すなわち組織風土は、

それぞれの組織体を他の組織体から識別できるような、比較的持続的な特性の複合的全体

である。」と定義をし、企業における組織風土尺度作成について研究をしている。本研究

においても、授業が学習者に及ぼす影響について追究していることから、関本の組織風土

についての概念を、本研究の組織風土の定義とする。 

④組織風土項目について 

関本４）による組織風土項目を参考にし、企業用の組織風土測定 80 項目を体育授業に適

用できるように改変しアンケート調査を行った。 

先行研究では、組織風土測定項目は、16次元 80項目から構成されており、「６．まった

くその通りだ，５．かなりその通りだ，４．ややその通りだ，３．ややその反対だ，２．

かなりその反対だ，１．まったくその反対だ」の６段階尺度で作成されている。この調査

について因子分析を施した結果、第１因子：「権威主義・責任回避」、第２因子：「自由闊

達・開放的」、第３因子：「長期的・大局的志向」、第４因子：「柔軟性・創造性・独自性」、

第５因子：「慎重性・綿密性」、第６因子：「成果主義・競争」第 7因子：「チームワークの

阻害」の７因子、49項目を組織風土測定項目として研究されている。予備調査において先

行研究と同じく組織風土測定項目を 80 項目としたが、時間的制約から「５．最もそう思

う,４．そう思う,３．ふつう,２．そう思わない,１．全くそう思わない」の５段階尺度で

作成した。 

その結果について因子分析を施した８因子、68項目、全分散を説明する割合は 63.77％

となった。本研究は 68 項目を組織風土測定項目とした。 

⑤組織風土に対する適合度について 

「この授業の雰囲気は自分に合っていると思いますか。」という質問項目を設定し、「５．

最もそう思う,４．そう思う,３．ふつう,２．そう思わない,１．全くそう思わない」の５

段階尺度で作成した。 

Ⅲ．結果 
１．組織風土性尺度の分析 

組織風土性尺度 68 項目の平均値、標準偏差を算出した。そこで、天井効果およびフロア効

果の見られた項目（05．いつもワイワイガヤガヤと活発で明るい雰囲気が漂っている。）を除外
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した。残り、67項目に対して主因子法による因子分析を行った。固有値の変化は 19.227、8.444、

2.646、2.214、1.857、1.829、･･･というものであった。予備調査では 8 因子構造であったこと

から、8因子構造が妥当であると考えた。そこで、再度 8因子を仮定して主因子法・Promax回

転による因子分析を行った。その結果、十分な因子負荷量を示さなかった項目（63．体育授業

の理念や体育授業での約束事が大事にされ、それに照らして学生の行動が方向づけられる傾向

がある。）を除外した。再度主因子法・Promax 回転による因子分析を行った。その結果、十分

な因子負荷量を示さなかった項目（07．一時的にぎくしゃくすることがあっても、葛藤を避け

ず腹を割って話し合うことがよしとされる雰囲気がある。）を除外した。再度主因子法・Promax

回転による因子分析を行った。その結果 7 因子で因子構造がまとまった。そのため、再度 7因

子を仮定して主因子法・Promax 回転による因子分析を行った。Promax回転後の最終的な因子パ

ターンと因子間相関を表 1-1 に示す。なお、回転前の 7 因子で 65 項目の全分散を説明する割

合は 56.436%であった。 

第１因子は、所属しているチームのことしか考えていないことや責任を他人に転嫁する項目

が高い負荷量を示していた。そこで、「自己中心的・責任回避」因子と命名した。第２因子は、

地道な努力を続けることや失敗を非難しない項目が高い負荷量を示していた。そこで、「積極的」 

 

項目内容 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ
４４．授業全体のことよりも、自分のチームや担当している役割役目のことしか考えない雰
囲気がある。

0.877 -0.095 -0.018 -0.151 0.030 0.046 0.121

６１．何か問題が起こっても、責任の所在がはっきり特定されず、ぼやけてしまうところがあ
る。

0.805 0.125 -0.049 -0.111 0.067 0.062 0.011

２７．失敗の責任を他人に転嫁しあうようなところがある。 0.783 -0.239 0.127 0.158 -0.038 0.019 0.057
５６．目立ちすぎると叩かれる雰囲気がある。 0.768 -0.070 -0.051 0.028 -0.022 0.128 0.067
３０．どんなに苦労しても、結果が悪ければ、相手にされないところがある。 0.759 -0.177 0.144 0.039 0.088 -0.070 -0.095
６０．己を殺して組織（授業）のために行動することが尊ばれる。 0.758 0.043 0.001 0.012 0.038 -0.070 -0.124
５５．常識からはずれたようなことを言ったりしたりすると、まるで「変わり者」のように扱わ
れるところがある。

0.722 -0.071 0.068 0.002 -0.152 0.058 0.020

４０．「結果がすべて」という雰囲気がある。 0.717 -0.010 -0.029 -0.023 0.103 -0.067 -0.178
２０．この体育授業では、成果が上がらないと、肩身の狭い思いをする。 0.713 -0.187 0.052 0.095 0.163 -0.168 -0.006
０４．大勢に逆らって反対意見を述べたり、異質な意見を主張したりすると、嫌がられるよう
なところがある。

0.702 0.020 0.001 -0.073 -0.067 -0.067 0.075

４２．個々人の主張が強すぎて、チームとしてひとつにまとまりにくいところがある。 0.693 -0.098 0.243 -0.098 -0.235 0.015 -0.057
１２．長いものには巻かれろ的な雰囲気がある。 0.686 0.280 -0.145 -0.037 -0.089 0.050 -0.039
５７．直観に基づく速断的な主張は軽視され、論理的によく詰められた意見が重視される。 0.669 0.067 0.189 -0.267 -0.044 0.279 0.026
３８．体育授業内では事を荒立てないことが何よりも重要とされる。 0.638 0.074 0.028 0.017 0.163 0.011 -0.155
５８．実力者の発言に対しては、誰も異を唱えようとはしない。 0.638 0.134 -0.047 -0.133 -0.025 0.048 0.079
０９．無責任な、評論家的発言がまかり通るところがある。 0.614 0.049 -0.187 0.226 0.087 -0.029 0.120
６６．状況が変わっても、なかなか旧来のやり方や慣習を変えようとしないところがある。 0.593 -0.123 -0.027 0.270 -0.052 0.363 -0.130
５９．石橋を叩いてからでないと渡らないところがある。 0.569 0.178 -0.017 0.144 -0.008 -0.059 -0.200
３６．目標課題やノルマを達成しなければならないというプレッシャーが常に存在している。 0.567 -0.113 0.186 0.033 0.206 -0.084 -0.252
３１．個人の業績よりも、チームの業績が優先される傾向がある。 0.509 0.310 -0.082 -0.155 0.412 0.107 0.176
０１．仲間同志で足を引っ張り合うような雰囲気がある。 0.486 0.116 -0.190 -0.032 0.101 -0.271 0.033
１５．この体育授業では人一倍の成果をあげたとしても、報われることが少ない。 0.446 -0.040 0.003 0.247 0.188 0.067 0.074
１７．教員の指示意向に対して、学生からは反論しにくい雰囲気がある。 0.431 -0.086 -0.030 0.329 0.098 0.116 -0.043
２３．物事の決定は、オープンな議論に基づいてなされるよりは、根回しなどによってなされ
る傾向がある。

0.427 0.156 -0.107 0.213 0.086 0.085 -0.418

３４．目先の勝利をある程度犠牲にしても、最終的な勝利の追求を重視するところがある。 0.417 0.032 0.028 0.226 0.271 -0.174 0.101
２１．常に競争意識を駆り立てるようなところがある。 0.403 0.353 -0.056 0.234 -0.058 -0.211 -0.056
４８．成果のいかんにかかわらず、いつも授業時間内まで残っている人が認められるところ
がある。

0.400 0.074 0.092 0.045 0.368 0.130 0.052

５０．確固たる見識（けんしき）の有る無しが人望の決め手となっている。 0.386 0.023 0.334 0.037 0.015 0.341 0.032
２６．たとえ、体育授業の和を乱す結果になっても、自分のペースで行動することが許され
る雰囲気がある。

0.386 0.066 0.045 0.363 -0.026 0.145 0.003

４６．抜本的な改革よりも、現状対応的な問題解決が重視される。 0.351 0.033 0.312 -0.084 0.108 0.108 0.181
１０．たとえよい結果がでなくても、地道な努力を続けていけば、評価されるところがある。 -0.105 0.775 -0.012 -0.152 -0.062 -0.011 -0.038
１４．新しい試みをして失敗したとしても、そのことだけでマイナスの評価を受ける心配はな
い。

0.000 0.757 -0.023 -0.188 0.042 0.041 -0.073

２８．困った時など、メンバー同志が自発的に助け合う雰囲気がある。 -0.303 0.606 0.117 0.084 0.049 0.100 0.245
１６．お互いに競争意識をもち、切磋琢磨（せっさたくま）する気風がある。 0.128 0.581 -0.116 0.063 0.062 -0.021 0.180
０２．ユニークな発想や新しいアイデアが積極的に採りあげられ活用されるところがある。 0.226 0.560 -0.026 0.044 -0.211 -0.179 0.010
２９．各チームが、他チームを省みず、専ら自己チームの有利中心に活動することが、結局
は体育授業全体を向上させていく事につながっていくと考えられている。

-0.175 0.547 -0.050 0.427 0.263 -0.075 0.084

０８．各人の個性をのびのびと発揮することができる。 -0.327 0.545 0.335 0.089 0.048 0.039 -0.038
１９．困難な状況に直面しても「何とかなるさ」という楽天的な雰囲気がある。 0.089 0.539 -0.124 0.040 0.052 0.149 0.097
２４．はじめから完全性を追求するよりも、「走りながら、考える」ことをよしとするところがあ
る。

0.022 0.510 0.139 -0.122 0.063 -0.032 -0.103

１８．何事も、目先の状況にとらわれず、長期的な視点で見ることが奨励されるところがあ
る。

-0.103 0.500 0.380 0.140 0.000 0.064 -0.039

表１－１　体育授業における組織風土の因子分析結果（Promax回転後の因子パターン）
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因子と命名した。第３因子は、授業内における話し合いでは、いろいろな角度から慎重に検

討をつくした案が求められることや心を合わせて協力し合う項目が高い負荷量を示していた。

そこで、「協力的」因子と命名した。第４因子は、専門性を追求することや結果を出すことに意

義を見いだす項目が高い負荷量を示していた。そこで、「専門的志向・成果的」因子と命名した。

第５因子は、役割分担や意思表示に重要性を見出す項目で構成されていた。そこで、「責任的」

因子と命名した。第６因子は、環境が身近なものとして慣れ親しむことや短期的計画が推奨す

る項目で構成されていた。そこで、「親近的・変化性」因子と命名した。第７因子は、暖かい人

間関係や思いやりの項目で構成されていた。そこで、「信頼性」因子と命名した。 

２．相関関係と因果関係の検討 
体育授業における組織風土性尺度の因子分析において、各因子に高い負荷量を示した項目の

平均値を算出することにより、自己中心的・責任回避得点(平均 2.85,SD 0.67)、積極的得点(平

均 3.74,SD 0.57)、協力的得点(平均 3.49,SD 0.55)、専門的志向・成果的得点(平均 3.03,SD 

0.75)、責任的得点(平均 3.30,SD 0.69)、親近的・変化性得点(平均 3.13,SD 0.99)、信頼性得

点(平均 3.89,SD 0.68)とした。内的総合性を検討するためにα係数を算出したところ、自己中

心的・責任回避でα=0.96、積極的でα=0.90、協力的でα=0.80、専門的志向・成果的でα=0.79、

責 任 的 で α =0.22 、 親 近 的 ・ 変 化 性 で α =0.79 、 信 頼 性 で α =0.40 で あ っ た 。

１３．何事につけ、周りのものと競い合うような雰囲気がある。 0.436 0.490 -0.251 0.067 -0.237 0.089 -0.031
２２．周囲に煩（わずら）わされることなく、腰をすえて学習に打ち込める雰囲気がある。 -0.048 0.474 0.356 -0.043 0.165 -0.016 0.021
０６．教員にいちいちお伺いをたてなくても、自分の裁量で学習をどんどん進めていくことが
できる。

0.152 0.462 0.037 -0.025 0.013 -0.084 0.248

１１．喜怒哀楽をストレートに出しても、教員から咎（とが）められることはない。 0.102 0.456 0.135 0.014 -0.145 -0.216 0.192
０３．一般にこの体育授の教員は、学生の失敗や起こした問題に対して自ら最終責任を
とってくれるところがある。

0.025 0.447 0.272 0.029 0.134 0.020 -0.061

４５．既存の考えや経験の枠にとらわれることなく、ものごとを柔軟に考えることが推奨され
る。

-0.078 0.380 0.286 0.001 -0.012 0.257 0.050

４９．体育授業内での話し合いにあたっては、タイミングとか、スピードをあまり気にしない
で、いろいろな角度から慎重に検討をつくした案が求められる。

0.144 0.117 0.633 -0.057 0.016 0.074 -0.049

５１．いったん決まったことに対しては、みんなが心を合わせて協力し合う雰囲気がある。 -0.069 -0.021 0.607 0.020 0.065 -0.036 0.182
３７．教員や発言力の強い学生に対しても自由に物が言える雰囲気がある。 -0.062 0.126 0.517 0.129 -0.316 0.061 -0.028
３９．長期の学習目標や中長期計画が広く組織内に浸透している。 0.002 0.047 0.516 0.122 0.097 0.170 0.291
５４．自由奔放より冷静沈着に学習を進める人が高く評価されるところがある。 0.448 -0.050 0.467 -0.082 0.119 -0.139 0.045
３３．教員は学生の生涯に渡ってスポーツができるように、いろいろと力になってくれるとこ
ろがある。

-0.120 0.341 0.454 -0.010 -0.052 -0.056 0.022

５３．自ら行動を起こさず、何かにつけて教員からの指示や情報伝達を待つという雰囲気が
ある。

0.348 -0.100 0.390 0.196 0.031 -0.132 0.225

２５．体育授業を展開するにあたって個人的事情をかなり配慮してくれる。 0.096 0.229 0.371 0.072 -0.092 -0.086 -0.069
３５．全体的な視野に立った大局的な発想や意見が大事にされる気風がある。 0.019 0.249 0.353 0.243 -0.163 -0.078 0.142
５２．体育授業において学術的理論や知見が重要視される気風がある。 0.046 -0.086 0.449 0.589 -0.222 -0.017 0.101
６５．多方面の能力知識を持つ人よりスペシャリストの育成に重点が置かれている。 0.382 -0.233 -0.032 0.507 0.069 0.154 -0.249
６４．体育授業内での話し合いの場で自分の意見をはっきり表明しないと、無能という烙印
を押されかねない。

0.397 0.034 -0.074 0.501 -0.173 0.171 -0.068

６２．生涯スポーツにのっとった人材育成よりも、即戦力的な人材の育成が重視されてい
る。

0.372 0.007 0.103 0.411 -0.012 0.263 -0.051

３２．一人一人の役割が明確に決められており、それからはずれないように役割をすすめる
ことが求められる。

0.320 0.083 0.281 0.059 0.467 -0.143 -0.102

４３．率直で、ストレートな発言や意思表示が歓迎される。 0.108 0.254 0.270 0.226 -0.454 0.057 0.252
６８．みんながぬるま湯に浸ることに馴れきっていて緊張感が少ない。 0.459 0.003 -0.180 0.149 -0.096 0.520 0.020
６７．長期戦略や長期計画は「無用の長物だ」という考え方が幅をきかせている。 0.432 -0.051 0.009 0.161 0.124 0.434 -0.266
４１．一般に教員と学生の間の人間関係には、大変暖かい雰囲気が感じられる。 -0.221 0.218 0.360 -0.081 -0.057 0.055 0.441
４７．体育授業では、温情で良い評価がつけられる。 0.011 0.320 0.085 0.111 0.017 -0.105 0.420

因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ
Ⅰ － 0.211 0.275 0.425 0.122 0.179 -0.033
Ⅱ － 0.413 0.290 0.012 0.010 0.163
Ⅲ － 0.228 0.140 0.035 -0.005
Ⅳ － 0.254 0.081 0.020
Ⅴ － 0.150 -0.028
Ⅵ － 0.018
Ⅶ －
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また、体育授業における組織風

土の適合度得点(以下、「適合度」

とする)の平均値は 4.13,SD は

0.95であった。体育授業の組織風

土別因子と適合度の相互関係を表

1-2に示す。まず、体育授業の組

織風土別因子間の相関を見てみる

と、「積極的」と「自己中心的・責

任回避」、「協力的」と「自己中心

的・責任回避」、「協力的」と「積

極的」、「専門的志向・成果的」と

「自己中心的・責任回避」、「専門

的志向・成果的」と「積極的」、「専

門的志向・成果的」と「協力的」、

「責任的」と「自己中心的・責任

回避」、「責任的」と「積極的」、「責

任的」と「協力的」、 

「責任的」と「専門的志向・成果

的」、「親近的・変化性」と「自己

中心的・責任回避」、「親近的・変

化性」と「専門的志向・成果的」、

「親近的・変化性」と「責任的」、

「信頼性」と「協力的」、「信頼性」

と「専門的志向・成果的」 

との間に有意差(p<.001)において

正の相関、「親近的・変化性」と「協

力的」との間に有意差(p<.01)にお

いて正の相関、「信頼性」と「親近

 適合度
自己中心的・

責任回避
積極的 協力的

専門的志向・
成果的

責任的
親近的・変化

性
信頼性

適合度 - -0.036 0.384 0.267 0.031 0.312 0.006 0.245
n.s. *** *** *** *** *** n.s.

自己中心的・責任回避 - 0.340 0.476 0.745 0.531 0.637 -0.008
*** *** *** *** n.s. n.s.

積極的 - 0.608 0.306 0.501 0.066 0.456
n.s. *** *** ** ***

協力的 - 0.471 0.623 0.228 0.428
n.s. *** *** ***

専門的志向・成果的 - 0.438 0.608 0.010
*** n.s.

責任的 - 0.246 0.330
***

親近的・変化性 - -0.035
n.s.

信頼性 -

表１-2　体育授業の組織風土別因子と適合度の相互関係

**p.01　***p<.001

図１ パス解析の結果 

注）有意なパスのみ描いてある *p<.05,***p<.001 

＊＊＊ 

 

＊ 

＊ 



体育授業の組織風土における学生の組織風土に対する適合性に関する一考察 

－ 209 － 

的・変化性」との間に有意差(p<.001)において負の相関が見られた。 

このことから、体育授業における組織風土別因子のほとん

どが、お互いに良い影響を与えると言える中で、堕落してし

まうような組織風土と良好な人間関係を築けるような組織風

土は、相性が良くないと考えられる。 

体育授業における組織風土の下位尺度得点が組織風土に対

する「適合度」に与える影響を検討するために、重回帰分析

を行った。結果を表 1-3に示す。また、共分散分析によるパ

ス解析を行った。まず、７つの因子すべてが「適合度」に影

響を及ぼすことを仮定して分析を行った。その結果、「積極的」から「適合度」、「専門的志向・

成果的」から「適合度」、「親近的・変化性」から適合度、「信頼性」から「適合度」へのパス係

数が有意でなく、適合度指標は AIC=88.000、RMSEA=0.286であった。そこで、有意でなかった

パスを削除し、再度分析を行ったところ、AICは 81.570と低下した。図 1 に最終的モデルを示

す。 

「積極的」と「責任的」が「適合度」に対して正の有意なパスを示して、「自己中心的・責

任回避」が「適合度」に対して負の有意なパスを示した。「専門的志向・成果的」、「協力的」、

「責任的」、「信頼性」から適合度に対する標準偏回帰係数が有意ではなかった。 

このことから、コツコツと地道な努力や役割分担や意思表示や環境が身近であるというよう

な組織風土は、学習者自身にとって適していたと感じていると考えられる。また、所属チーム

が有利になることやミーティングや専門性を追求することなどがあるような組織風土は、学習

者自身にとって適していなかったと感じていると考えられる。 

Ⅳ．考察 
本研究の目的の第一の目的が、体育授業における組織風土の構造を明らかにすることであっ

た。体育授業における組織風土を測定するために、企業用組織風土測定項目を参考にして体育

授業用組織風土測定項目に変更したもの 68項目をアンケート用紙として作成し、調査を実施し

た。アンケート調査の結果について因子分析を施したところ、第１因子「自己中心的・責任回

避」、第２因子「積極的」、第３因子「協力的」、第４因子「専門的志向・成果的」、第５因子「責

任的」、第６因子「親近的・変化性」、第７因子「信頼性」の７因子 65 項目の全分散を説明する

割合は 56.436%でまとまった。これらの結果から、個人的感情が露わになりやすく、仲間との

協調性やゲームの結果が二の次になるような特徴を持った体育授業の組織風土であったと考え

られる。 

第二の目的が、組織風土別因子が「適合度」に対してどのような影響を与えたのかを明らか

にすることであった。つまり、体育授業に参加した学生により醸し出された組織風土ではある

が、その組織風土にどれだけ体育授業に参加した学生が適している（以下、「適合度」とする）

と考えているかを明らかにすることであった。そこで、組織風土別因子が適合度に与える影響

を検討するために重回帰分析を施した。その結果、「積極的」と「責任的」が適合度に対して正

の有意なパスを示して、「自己中心的・責任回避」が適合度に対して負の有意なパスを示した。

β

自己中心的・責任回避 -0.374 *

積極的 0.404 ***

協力的 -0.024

専門的志向・成果的 -0.016

責任的 0.334 *

親近的・変化性 0.044

信頼性 -0.070

Ｒ２ 0.27 ***

表1-3　重回帰分析結果

*p<.05 ***p<.001
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「専門的志向・成果的」、「協力的」、「責任的」、「信頼性」から適合度に対する標準偏回帰係数

が有意ではなかった。このことから、コツコツと地道な努力や役割分担や意思表示に重要性を

見出すような真面目な組織風土に対して適合度が高まり、所属チームのみが有利になることや

他人に責任転嫁するような自己中心的な組織風土に対して適合度が低くなることが分かった。

つまり、学習者は、学習する上で他人と協力しながら進めて行けるような環境を望んでいると

考えられる。 

Ⅴ．結論 
本研究の目的は、第一に体育授業における組織風土の構造を明らかにすることであった。企

業における組織風土測定についての研究では、関本による組織風土測定の試み(Ⅰ)により、組

織風土 16 次元 80項目が作成された。この 80項目に基づいて体育授業に対応させた組織風土項

目を作成し、予備調査を行い、因子分析を施し、8 次元 68項目にまとまったものを用いた。調

査の結果を因子分析し、第１因子「自己中心的・責任回避」、第２因子「積極的」、第３因子「協

力的」、第４因子「専門的志向・成果的」、第５因子「責任的」、第６因子「親近的・変化性」、

第７因子「信頼性」の 7因子で 65 項目の全分散を説明する割合は 56.436%であった。 

今回の体育授業における組織風土の特徴として、第１因子が「自己中心的・責任回避」であ

り、第７因子「信頼性」であることから、他人よりも自己を優先する傾向にある組織風土であ

ると思われる。 

次に、第二に組織風土別因子が適合度に対してどのような影響を与えたのかを明らかにする

ことであった。体育授業における組織風土７因子が組織風土の適合に及ぼす影響を仮定して、

共分散分析によるパス解析を行った。その結果、「専門的志向・成果的」、「責任的」、「信頼性」

は、適合度へのパス係数が有意ではなかった。そこで、有意でなかったパスを削除し、再度分

析をおこなった。「自己中心的・責任回避」が適合度に対して、低い値で負の有意なパスを示し、

「積極的」が適合度に対して、中程度の正の有意なパスを示し、「責任的」が適合度に対して、

低い値で正の有意なパスを示した。 

学習者は、自己中心的な組織風土に対して自分たちに合わないと感じ、地道な努力を続ける

ことや失敗を非難しないことや役割分担や意思表示に重要性を見出すような組織風土であれば

自分たちに合うと感じていると考えられる。 

このことから、自己中心的な組織風土は学習者自身に合わないと思いながらも、学習者自身

が自己中心的な組織風土を醸し出しているという現状であることが分かった。また、「積極的」

や「責任的」な組織風土が「適合度」に正の有意なパスことから、学習に対して前向きで、他

人との仲間意識があるような組織風土を望んでいると考えられる。 

Ⅵ．今後の課題 
本研究の目的は、体育授業の組織風土の構造を明らかにすることであった。先行研究では及

び予備調査では、８因子でまとまったが本研究では、７因子でまとまった。因子構造が７因子

でまとまった背景を探る必要があると考えた。つまり、学習者を取り巻く環境について更に調

査をする必要ある。 

また、第２の目的でとして組織風土が適合度にどのような影響を与えるかであった。結果と
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して、「積極的」、「責任的」な組織風土から適合度に対して肯定的に、「自己中心的・責任回避」

的な組織風土から適合度に対して否定的に影響を及ぼすことが分かった。今回は一度限りの調

査であることから、これらの結果がすべてとは言えないことから、今後さらに調査をしていく

必要がある。 
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資料 アンケート項目 

体育授業に関するアンケート 

学籍番号（    ）  担当教員（    ）  選択した種目（バレー・ソフトボール・生涯スポーツ） 

１．次の質問のあてはまる番号に○印をつけて下さい。 

０１．あなたの性別について。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １．男  ２．女 

０２．あなたは体力に自信がありますか。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １．ある ２．ない 

０３．あなたは運動することに自信がありますか。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １．ある ２．ない 

０４．あなたは運動することが得意ですか。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １．得意 ２．不得意 

０５．あなたは運動することが好きですか。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １．好き ２．嫌い 

０６．あなたは体育授業が好きですか。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １．好き ２．嫌い 

０７．あなたは過去の体育授業で嫌になったことがありますか。・・・・・・・・・・・・・・・・ １．ある ２．ない 

０８．あなたは得意な協議や種目がありますか。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １．ある ２．ない 

０９．あなたは選択種目（バレー・ソフトボール・生涯スポーツ）が好きですか。・・・・・・・・ １．好き ２．嫌い 

１０．あなたは選択種目（バレー・ソフトボール・生涯スポーツ）が得意ですか。・・・・・・・・ １．得意 ２．不得意 

１１．部活・サークル以外で運動をすることがありますか。・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １．ある ２．ない 

１２．あなたはコミュニケーションをとることは得意ですか。・・・・・・・・・・・・・・・・・ １．得意 ２．不得意 

１３．あなたは友達をつくることは得意ですか。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １．得意 ２．不得意 
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２．次の質問のあてはまる番号に○印をつけて下さい。 

最もそう思う ５－４－３－２－１ 全くそう思わない 

０１．この授業の雰囲気は自分に合っていると思いますか。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

０２．この授業を受講して何か得る物・事があったと思いますか。・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

０３．この授業に満足することができたと思いますか。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

３．次の質問のあてはまる番号に○印をつけて下さい。 

最もそう思う ５－４－３－２－１ 全くそう思わない 

０１．仲間同志で足を引っ張り合うような雰囲気がある。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

０２．ユニークな発想や新しいアイデアが積極的に採りあげられ活用されるところがある。・・・・・・５－４－３－２－１ 

０３．一般にこの体育授の教員は、 

学生の失敗や起こした問題に対して自ら最終責任をとってくれるところがある。・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

０４．大勢に逆らって反対意見を述べたり、異質な意見を主張したりすると、 

嫌がられるようなところがある。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

０５．いつもワイワイガヤガヤと活発で明るい雰囲気が漂っている。・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

０６．教員にいちいちお伺いをたてなくても、自分の裁量で学習をどんどん進めていくことができる。・５－４－３－２－１ 

０７．一時的にぎくしゃくすることがあっても、 

葛藤を避けず腹を割って話し合うことがよしとされる雰囲気がある。・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

０８．各人の個性をのびのびと発揮することができる。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

０９．無責任な、評論家的発言がまかり通るところがある。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

１０．たとえよい結果がでなくても、地道な努力を続けていけば、評価されるところがある。・・・・・５－４－３－２－１ 

１１．喜怒哀楽をストレートに出しても、教員から咎（とが）められることはない。・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

１２．長いものには巻かれろ的な雰囲気がある。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

１３．何事につけ、周りのものと競い合うような雰囲気がある。・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

１４．新しい試みをして失敗したとしても、そのことだけでマイナスの評価を受ける心配はない。・・・５－４－３－２－１ 

１５．この体育授業では人一倍の成果をあげたとしても、報われることが少ない。・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

１６．お互いに競争意識をもち、切磋琢磨（せっさたくま）する気風がある。・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

１７．教員の指示意向に対して、学生からは反論しにくい雰囲気がある。・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

１８．何事も、目先の状況にとらわれず、長期的な視点で見ることが奨励されるところがある。・・・・５－４－３－２－１ 

１９．困難な状況に直面しても「何とかなるさ」という楽天的な雰囲気がある。・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

２０．この体育授業では、成果が上がらないと、肩身の狭い思いをする。・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

２１．常に競争意識を駆り立てるようなところがある。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

２２．周囲に煩（わずら）わされることなく、腰をすえて学習に打ち込める雰囲気がある。・・・・・・５－４－３－２－１ 

２３．物事の決定は、オープンな議論に基づいてなされるよりは、 

根回しなどによってなされる傾向がある。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

２４．はじめから完全性を追求するよりも、「走りながら、考える」ことをよしとするところがある。・・５－４－３－２－１ 

２５．体育授業を展開するにあたって個人的事情をかなり配慮してくれる。・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

２６．たとえ、体育授業の和を乱す結果になっても、 
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自分のペースで行動することが許される雰囲気がある。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

２７．失敗の責任を他人に転嫁しあうようなところがある。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

２８．困った時など、メンバー同志が自発的に助け合う雰囲気がある。・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

２９．各チームが、他チームを省みず、専ら自己チームの有利中心に活動することが、 

結局は体育授業全体を向上させていく事につながっていくと考えられている。・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

３０．どんなに苦労しても、結果が悪ければ、相手にされないところがある。・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

３１．個人の業績よりも、チームの業績が優先される傾向がある。・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

３２．一人一人の役割が明確に決められており、 

それからはずれないように役割をすすめることが求められる。・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

３３．教員は学生の生涯に渡ってスポーツができるように、 

いろいろと力になってくれるところがある。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

３４．目先の勝利をある程度犠牲にしても、最終的な勝利の追求を重視するところがある。・・・・・・５－４－３－２－１ 

３５．全体的な視野に立った大局的な発想や意見が大事にされる気風がある。・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

３６．目標課題やノルマを達成しなければならないというプレッシャーが常に存在している・。・・・・５－４－３－２－１ 

３７．教員や発言力の強い学生に対しても自由に物が言える雰囲気がある。・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

３８．体育授業内では事を荒立てないことが何よりも重要とされる。・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

３９．長期の学習目標や中長期計画が広く組織内に浸透している。・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

４０．「結果がすべて」という雰囲気がある。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

４１．一般に教員と学生の間の人間関係には、大変暖かい雰囲気が感じられる。・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

４２．個々人の主張が強すぎて、チームとしてひとつにまとまりにくいところがある。・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

４３．率直で、ストレートな発言や意思表示が歓迎される。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

４４．授業全体のことよりも、自分のチームや担当している役割役目のことしか考えない雰囲気がある。５－４－３－２－１ 

４５．既存の考えや経験の枠にとらわれることなく、ものごとを柔軟に考えることが推奨される。・・・５－４－３－２－１ 

４６．抜本的な改革よりも、現状対応的な問題解決が重視される。・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

４７．体育授業では、温情で良い評価がつけられる。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

４８．成果のいかんにかかわらず、いつも授業時間内まで残っている人が認められるところがある。・・５－４－３－２－１ 

４９．体育授業内での話し合いにあたっては、タイミングとか、スピードをあまり気にしないで、 

いろいろな角度から慎重に検討をつくした案が求められる。・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

５０．確固たる見識（けんしき）の有る無しが人望の決め手となっている。・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

５１．いったん決まったことに対しては、みんなが心を合わせて協力し合う雰囲気がある。・・・・・・５－４－３－２－１ 

５２．体育授業において学術的理論や知見が重要視される気風がある。・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

５３．自ら行動を起こさず、何かにつけて教員からの指示や情報伝達を待つという雰囲気がある。・・・５－４－３－２－１ 

５４．自由奔放より冷静沈着に学習を進める人が高く評価されるところがある。・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

５５．常識からはずれたようなことを言ったりしたりすると、 

まるで「変わり者」のように扱われるところがある。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

５６．目立ちすぎると叩かれる雰囲気がある。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

５７．直観に基づく速断的な主張は軽視され、論理的によく詰められた意見が重視される。・・・・・・５－４－３－２－１ 
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５８．実力者の発言に対しては、誰も異を唱えようとはしない。・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

５９．石橋を叩いてからでないと渡らないところがある。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

６０．己を殺して組織（授業）のために行動することが尊ばれる。・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

６１．何か問題が起こっても、責任の所在がはっきり特定されず、ぼやけてしまうところがある。・・・５－４－３－２－１ 

６２．生涯スポーツにのっとった人材育成よりも、即戦力的な人材の育成が重視されている。・・・・・５－４－３－２－１ 

６３．体育授業の理念や体育授業での約束事が大事にされ、 

それに照らして学生の行動が方向づけられる傾向がある。・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

６４．体育授業内での話し合いの場で自分の意見をはっきり表明しないと、 

無能という烙印を押されかねない。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

６５．多方面の能力知識を持つ人よりスペシャリストの育成に重点が置かれている。・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

６６．状況が変わっても、なかなか旧来のやり方や慣習を変えようとしないところがある。・・・・・・５－４－３－２－１ 

６７．長期戦略や長期計画は「無用の長物だ」という考え方が幅をきかせている。・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

６８．みんながぬるま湯に浸ることに馴れきっていて緊張感が少ない。・・・・・・・・・・・・・・・５－４－３－２－１ 

アンケートにご協力ありがとうございました。



 

－ 216 － 

 


